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標準的な評価料金

	評価分野
	評価料金の算定条件
（想定内容）
	標準的な評価料金
（該当するものに☑の上、税込金額を記入）

	高齢分野
	定員数　：100名

職員数　：50名
訪問調査日数：2日間
利用者調査の方法：
・利用者または家族アンケート（定員80％）

・ヒアリング、場面観察
	· 実施予定なし
· 実施予定あり
⇒ 標準的な評価料金
　　　　　　　　　 　　　円程度(税込)

	障害分野
	定員数　：50名

職員数　：30名
訪問調査日数：2日間
利用者調査の方法：
・利用者または家族アンケート（定員80％）

・ヒアリング、場面観察
	· 実施予定なし
· 実施予定あり
⇒ 標準的な評価料金
　　　　　　　　　 　　　円程度(税込)

	
	＜障害者グループホーム＞ ※評価手法指定
1住居あたりの定員数：10名

1住居あたりの職員数：3名
訪問調査日数：１日間
利用者調査の方法：
・利用者または家族ヒアリング（２名）

・場面観察
	· 実施予定なし
· 実施予定あり
⇒ 標準的な評価料金
　　　　　　　　　 　　　円程度(税込)

	児童分野
	＜保育所＞
定員数　：100名

職員数　：30名
訪問調査日数：2日間
利用者調査の方法：
・保護者アンケート（定員80％）
・場面観察
	· 実施予定なし
· 実施予定あり
⇒ 標準的な評価料金
　　　　　　　　　 　　　円程度(税込)

	保護分野
	＜救護施設＞
定員数　：50名

職員数　：30名
訪問調査日数：2日間
利用者調査の方法：
・利用者または家族アンケート（定員80％）

・ヒアリング、場面観察
	· 実施予定なし
· 実施予定あり
⇒ 標準的な評価料金
　　　　　　　　　 　　　円程度(税込)


評価機関名：　　　　　　　　　　　　　











